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�
飾
支
部
の
第
５８
回
定
期
大
会

を
４
月
１０
日
（
日
）
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
か
つ
し
か
で
、
本
部
よ
り
来
賓

１
人
、
合
計
１
８
１
人
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
１
ヶ
月
後
の
開
催
と
な
り
、

物
故
者
な
ら
び
に
、
東
日
本
大
震

災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
黙
と
う
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

元
井
前
書
記
長
に
よ
る
基
調
報

告
、
深
澤
前
財
政
部
長
に
よ
る
決

算
予
算
報
告
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
組
合
の
方
針
を
め
ぐ
っ
て
の

活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し

た
。午

後
の
分
科
会
後
の
全
体
会
で

は
、
始
ま
る
前
に
、
来
賓
の
本
部

中
央
執
委
員
の
徳
森
さ
ん
か
ら
、

大
震
災
後
の
東
北
地
方
視
察
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
な
が
ら
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
分

科
会
報
告
、
表
彰
式
を
経
て
、
柴

崎
選
挙
管
理
委
員
長
（
北
水
元
）

に
よ
り
立
候
補
の
み
な
さ
ん
が
読

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
新
委
員
長

に
福
岡
達
咲
さ
ん
（
堀
切
）、
新

副
委
員
長
に
柳
生
秀
行
さ
ん
（
本

田
）、
千
葉
修
央
さ
ん
（
青
戸
）、

新
書
記
長
に
高
橋
真
理
さ
ん
（
書

記
）
を
は
じ
め
、
新
た
な
顔
が
揃

っ
た
今
年
度
の
新
執
行
部
が
会
場

全
体
の
承
認
で
発
足
し
ま
し
た
。

ま
た
、
前
委
員
長
の
星
谷
聰
さ

ん
、
前
副
委
員
長
の
深
澤
松
男
さ

ん
、
齋
藤
八
十
八
さ
ん
は
こ
の
大

会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
執
行
委
員
長
に
就
任
し
た
福

岡
達
咲
で
す
。
今
現
在
は
、
ハ
ラ

ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
の
が

正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
私
の
立
候

補
を
皆
さ
ん
が
支
部
大
会
で
承
認

し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
重
責
を
感

じ
、
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
組
織

部
長
３
年
、
社
保
対
部
長
１
年
と

経
験
は
浅
い
の
で
皆
々
様
の
ご
協

力
と
絶
大
な
る
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
２

ヵ
月
が
経
ち
い
ま
だ
に
収
束
の
気

配
す
ら
感
じ
ら
れ
な
い
の
が
現
状

で
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
ん
な
時
勢
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
私
た
ち
組
合
員
さ
ん
も
元

気
を
出
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
私

の
基
本
的
な
考
え
は
、
み
ん
な
が

元
気
に
組
合
活
動
を
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
１

人
１
人
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
明

る
く
楽
し
く
元
気
な
�
飾
支
部
に

し
、
そ
の
元
気
が
今
の
日
本
に
良

い
影
響
を
与
え
て
い
け
れ
ば
最
高

で
す
。

ま
た
、
こ
の
１
年
我
々
組
合
員

さ
ん
が
良
い
体
験
・
経
験
が
で
き

う
る
１
年
に
し
た
い
し
、
一
歩
進

み
わ
か
ち
あ
え
る
活
動
、
行
動
、

そ
し
て
共
に
歩
ん
で
頑
張
る
姿

勢
。
そ
の
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん

と
歩
調
を
合
わ
せ
様
々
な
面
で
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
皆
で
築
く

元
気
な
�
飾
支
部
、
一
人
ひ
と
り

の
声
を
大
切
に
し
、
楽
し
い
�
飾

支
部
に
す
る
た
め
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

第
５８
回
大
会
で
選
出
さ
れ
た
役

員
は
以
下
の
通
り
で
す
。
支
部
委

員
長
は
本
部
中
央
執
行
委
員
と
な

り
ま
す
。

委
員
長

�
福
岡
達
咲

塗
装
・
堀
切

副
委
員
長

�
柳
生
秀
行

電
気
・
本
田

芳
井

武

内
装
・
青
戸

�
千
葉
修
央

内
装
・
青
戸

書
記
長

�
高
橋
真
理

書
記

書
記
次
長

元
井
博
士

書
記

植
木
博
一

書
記

�
村
本
知
隆

書
記

社
会
保
障
対
策
部
長

�
似
内
正
人

鉄
骨
・
堀
切

賃
金
対
策
部
長

土
屋

忍

大
工
・
幸
田

仕
事
対
策
部
長

近
沢
敏
彦

配
管
・
奥
戸

労
働
対
策
部
長

�
後
藤
英
雄

大
工
・
本
田

組
織
部
長

千
葉
修
央
（
兼
）

後
継
者
対
策
部
長

�
阿
久
津
正

塗
装
・
奥
戸

税
金
対
策
部
長

勝
山

勉

配
管
・
青
戸

厚
生
文
化
部
長

松
山
文
洋

機
械
器
具
設
置

・
幸
田

教
育
宣
伝
部
長

細
貝
文
洋

内
装
・
堀
切

財
政
部
長

柳
生
秀
行
（
兼
）

産
業
対
策
責
任
者

芳
井

武
（
兼
）

技
術
対
策
委
員
長

芳
井

武
（
兼
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

阿
久
津
大
造
（
青
年
部
長
）

大
山
艶
子
（
主
婦
の
会
会
長
）

会
計
監
査

横
田

進

建
具
・
東
新
小
岩

神
宮
和
夫

鉄
骨
・
二
葉

執
行
委
員
（
分
会
長
）

上
村
光
輝
（
新
小
岩
）

�
益
子
栄
治
（
西
新
小
岩
）

添
田
正
男
（
東
新
小
岩
）

�
小
泉
昭
二
（
奥
戸
）

吉
田
敏
雄
（
本
田
）

菊
池
利
則
（
立
石
）

平
井
克
美
（
青
戸
）

佐
藤
智
夫
（
お
花
茶
屋
）

山
岡

進
（
堀
切
）

青
木
克
介
（
二
葉
）

伊
藤
博
美
（
西
亀
有
①
）

舘
野
竹
男
（
西
亀
有
②
）

小
川
�
夫
（
亀
有
）

小
野
瀬
裕
次
（
細
田
）

加
藤
信
男
（
高
砂
）

市
瀬

隆
（
柴
又
）

川
上
雅
敏
（
金
町
）

菊
池
司
郎
（
東
金
町
）

�
糸
賀
之
充
（
東
水
元
）

今
村
賢
二
（
北
水
元
）

伊
藤
兼
夫
（
幸
田
）

�
永
井
藤
之
助
（
飯
塚
）

執
行
委
員
待
遇

田
中
淹
夫
（
建
長
会
会
長
）

※
主
婦
担
当
は
福
岡
さ
ん
、
建
長

会
は
柳
生
さ
ん
、
青
年
部
は
阿
久

津
さ
ん
で
す
。

労
働
者
の
祭
典
。

労
働
者
が
団
結
し
て

権
利
を
要
求
す
る
日

で
あ
り
、
世
界
的
に

毎
年
５
月
１
日
が
メ

ー
デ
ー
と
さ
れ
て
い
る
の
は
ご
存

じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
メ
ー

デ
ー
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

１
８
８
６
年
５
月
１
日
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
カ
ナ
ダ
職
能
労
働
組
合

連
盟
（
後
の
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同

盟
）
が
８
時
間
労
働
制
を
要
求
し

て
行
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
。
当
時
の

労
働
者
は
、
低
賃
金
で
１２
時
間
以

上
働
か
さ
れ
る
な
ど
、
過
酷
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

改
善
す
る
た
め
に
労
働
者
自
ら
が

立
ち
上
が
っ
た
。

３
年
後
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
第

２
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
創
立
大

会
で
は
、
８
時
間
労
働
制
実
現
の

デ
モ
を
行
う
こ
と
が
決
議
さ
れ
、

さ
ら
に
５
月
１
日
を
労
働
運
動
の

日
に
設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
以

降
、
メ
ー
デ
ー
は
国
際
社
会
に
広

が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
で
初
め
て
メ
ー
デ
ー
が
行

わ
れ
た
の
は
、
１
９
２
０
年
東
京

・
上
野
公
園
で
、
集
ま
っ
た
お
よ

そ
５
０
０
０
人
と
も
１
万
人
と
も

い
わ
れ
る
労
働
者
ら
が
、
８
時
間

労
働
制
や
最
低
賃
金
法
の
制
定
な

ど
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
世
界
大

戦
の
足
音
が
近
づ
く
中
、
３６
年
に

は
青
年
将
校
ら
に
よ
る
２
・
２６
事

件
が
発
生
。
メ
ー
デ
ー
は
禁
止
さ

れ
、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
４５
年

ま
で
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

近
年
、
５
月
１
日
が
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
の
長
期
休
暇
に
含
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
若
い

世
代
に
は
メ
ー
デ
ー
を
知
ら
な
い

人
も
出
て
き
て
い
る
と
か
…
。
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今月の�飾組織現勢
２０１１年４月１日現在 ５２９３人
加 入 ３４人
転 入 ３人
脱 退 ３８３人
転 出 ６人

２０１１年５月１日現在 ４９４１人
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第５８回�飾支部定期大会を１８１人の参加で開催

ふ
く
お
か
た
つ
さ
く

新
委
員
長
に
福
岡
達
咲
さ
ん（
堀
切
）

新
書
記
長
に
高
橋
真
理
さ
ん（
書
記
）

福
岡
新
執
行
委
員
長

明
る
く
楽
し
く
元
気
な
�
飾
支
部
に
し
た
い

選選
任任
ささ
れれ
たた
役役
員員
のの
みみ
なな
ささ
んん

２０１１年
１月１日付

２０１１年
５月１日付

春の拡大
月間目標

加入者
春の拡大 成果表
５月２日現在

新 小 岩 １３２ １１２ ５ １ 増減▼２０

西新小岩 １１１ １０５ ４ ０ 増減▼６

東新小岩 ３５１ ３２３ １２ ７ 増減▼２８

奥 戸 ５１６ ４６９ １８ ３ 増減▼４７

本 田 １９７ １８８ ７ ４ 増減▼９

立 石 １５６ １３７ ５ １ 増減▼１９

青 戸 ２２５ ２０９ ８ １ 増減▼１６

お花茶屋 ２１８ ２０２ ８ ６ 増減▼１６

堀 切 ２８５ ２６２ １０ ５ 増減▼２３

二 葉 ２５１ ２３５ ９ ９ 増減▼１６

西亀有① １６８ １５３ ６ ４ 増減▼１５

西亀有② １０２ ９８ ４ １ 増減▼４

亀 有 ２４３ ２２１ ９ ０ 増減▼２２

細 田 ２１６ ２０５ ８ ２ 増減▼１１

高 砂 ２４６ ２１９ ９ ０ 増減▼２７

柴 又 ２５４ ２４６ ９ ０ 増減▼８

新 宿 １６５ １５９ ６ １ 増減▼６

金 町 １６６ １６０ ６ ３ 増減▼６

東 金 町 １７０ １４９ ６ ４ 増減▼２１

東 水 元 ２８４ ２５９ １０ １ 増減▼２５

北 水 元 ２７１ ２０４ ９ ３ 増減▼６７

幸 田 ２５７ ２４４ ９ ２ 増減▼１３

飯 塚 １６０ １５４ ６ ２ 増減▼６

そ の 他 ２３９ ２２９ ６ ２ 増減▼１０

合 計 ５３８３ ４９４２ １８９ ６２ ４月５２人 ５月１０人

１月１日付人員比 マイナス ４４１人

今年度の新執行部のみなさんが一人ひとり抱負を述べました

新任１２人 新執行部発足
福岡新執行委員長

第６５８号建 設 者２０１１年５月１６日（１）



【
議
長
・
後
藤
英
雄
（
本
田
）

書
記
・
高
橋
世
子（
書
記
）】
代
議

員
１７
名
・
特
別
代
議
員
１
名
、
総

勢
１８
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
自
己
紹
介
を
し

て
い
た
だ
き
、
福
岡
部
長
よ
り
議

案
提
案
、
高
橋
書
記
よ
り
資
料
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

東
新
小
岩
分
会
よ
り
「
今
年
の

国
保
料
値
上
げ
が
２
月
に
提
案
さ

れ
た
が
、
年
５
０
０
円
位
ず
つ
上

げ
て
、
大
幅
な
値
上
げ
は
し
な
い

で
ほ
し
い
。」
と
分
会
執
行
委
員

会
で
発
言
が
あ
っ
た
と
の
報
告
に

対
し
て
、
福
岡
部
長
よ
り
、「
区

の
国
保
料
は
計
算
基
準
が
変
わ
る

の
で
、
４
月
よ
り
大
幅
に
値
上
げ

に
な
り
ま
す
。
拡
大
で
土
建
国
保

と
区
の
国
保
料
と
比
較
し
て
も
ら

い
、
土
建
国
保
の
有
利
性
を
話

し
、拡
大
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

堀
切
分
会
か
ら
は
、「
土
建
国

保
料
の
予
算
構
成
比
を
み
る
と
余

剰
金
を
プ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
な
い
。
余
剰
金
プ
ー
ル
を

本
部
に
提
案
し
た
ら
ど
う
か
。」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

健
診
に
つ
い
て
は
、「
健
康
診

査
の
受
診
率
を
上
げ
る
の
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
。」「
健
診
は

ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
年
３
回
で
ど
う

か
。」「
近
く
で
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。」「
オ
プ
シ
ョ
ン

が
あ
れ
ば
良
い
。」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
土

建
国
保
指
定
医
療
機
関
で
受
け
て

も
ら
う
人
を
増
や
し
、
デ
ー
タ
が

残
る
の
で
、
健
康
管
理
に
も
役
立

つ
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

北
水
元
で
は
、「
住
宅
デ
ー
で
健

診
用
の
テ
ン
ト
を
一
つ
設
営
し
、

水
元
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
診
療
所
の
先

生
が
血
圧
検
査
な
ど
相
談
に
の
っ

て
い
る
の
で
健
診
を
う
け
や
す

い
。」と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

亀
有
分
会
よ
り
、「
受
診
者
の

意
識
が
低
い
の
で
は
な
い
か
。
健

診
受
付
を
し
て
い
る
と
受
診
券
を

忘
れ
た
、
な
く
し
た
人
が
多
い
。

今
年
は
保
険
証
と
受
診
券
が
一
緒

に
な
っ
て
い
る
の
で
少
な
く
な
る

だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。」

と
も
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

奥
戸
分
会
か
ら
は
、「
就
業
実

態
調
査
が
３
年
に
１
回
と
い
う
提

案
に
な
っ
て
い
る
が
、
支
部
助
成

の
負
担
と
役
員
も
大
変
な
苦
労
を

し
た
の
で
、
５
年
に
１
回
に
し
て

ほ
し
い
と
本
部
に
提
案
し
て
は
ど

う
か
。」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。休

憩
も
な
く
、
活
発
な
意
見
交

換
を
し
、
大
会
議
案
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

【
議
長
・
林
武
志
（
本
田
）
書

記
・
深
谷
隆
行
（
書
記
）】
代
議

員
１９
名
、
特
別
代
議
員
３
名
、
総

勢
２２
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
議
長
の
あ
い
さ
つ
か

ら
各
参
加
者
の
自
己
紹
介
を
行
っ

て
も
ら
い
、
各
議
題
提
案
に
入
り

ま
し
た
。

昨
年
度
の
運
動
、
保
険
業
法
改

正
案
の
報
告
後
、
ど
け
ん
共
済
の

４
月
１
日
か
ら
の
改
正
点
を
説
明

し
ま
し
た
。

入
院
５
日
以
上
の
場
合
、
現
行

の
４
日
間
待
機
期
間
を
解
消
さ
れ

た
件
を
複
数
の
例
題
を
並
べ
な
が

ら
、
か
つ
給
付
さ
れ
る
金
額
を
例

に
沿
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
か
ら
成
人
祝
金
が
２

万
円
に
な
り
、
出
産
と
同
額
に
な

っ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
、
前
半

を
終
え
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
・
文
化
活
動
の
話
に
入
り
、

昨
年
の
各
分
会
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
一
覧
を
見
な
が
ら
、
日
程
が

合
わ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
人
が
集

ま
ら
な
い
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
分
会
の
仲
間
同
士
の
交
流

を
は
か
る
う
え
で
は
、
非
常
に
良

い
き
っ
か
け
と
し
て
多
く
の
分
会

に
開
催
し
て
も
ら
え
る
よ
う
提
案

し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
内
の
文

化
活
動
は
、
昨
年
は
将
棋
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
次

回
の
部
会
に
て
改
め
て
議
論
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

議
題
に
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
袋

の
中
に
入
っ
て
い
る
自
動
車
・
火

災
共
済
の
加
入
促
進
の
進
捗
表
を

見
な
が
ら
、
各
分
会
の
こ
れ
か
ら

の
統
一
行
動
の
組
合
員
訪
問
で
目

標
を
め
ざ
し
て
も
ら
う
よ
う
提
案

し
ま
し
た
。

参
加
者
の
意
見
で
は
、「
今
回

の
資
料
に
は
火
災
共
済
の
具
体
的

な
給
付
一
覧
表
が
入
っ
て
い
な

い
。」
と
の
質
問
が
あ
り
、
次
回

の
部
会
で
報
告
す
る
よ
う
回
答
。

ま
た
、「
今
回
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
地
震
共
済
を
や
ら
な
い

の
か
。」
と
い
う
意
見
が
出
ま
し

た
が
、
現
状
で
は
行
わ
れ
な
い
こ

と
を
伝
え
た
う
え
で
、「
東
京
土

建
で
で
き
な
い
な
ら
、
全
建
総
連

全
体
で
取
り
組
め
な
い
か
。」
と

い
う
意
見
も
出
ま
し
た
の
で
、
貴

重
な
意
見
と
し
て
、
本
部
に
も
提

案
し
て
み
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

最
後
に
拍
手
に
て
終
了
し
ま
し

た
。 【

議
長
・
伊
藤
兼
夫
（
幸
田
）

笹
原
惠
子
（
お
花
茶
屋
）

書
記

・
小
野
洋
子
（
書
記
）】
代
議
員

１６
名
・
特
別
代
議
員
７
名
、
総
勢

２３
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
全
員
で
自
己
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。
前
半
を
教
宣
・

後
半
を
主
婦
の
会
と
し
て
行
う
こ

と
と
し
、
最
初
に
教
育
宣
伝
部
の

議
案
提
案
を
細
貝
部
長
よ
り
あ
り

ま
し
た
。次
に
資
料
の
説
明
の
後
、

２
０
１
０
年
度
、
東
京
土
建
本
部

「
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
日
本

機
関
紙
協
会
「
全
国
新
年
号
機
関

紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
入
選
さ
れ
た

分
会
へ
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
本
・
支
部
・
分
会
新
聞
が

ど
の
程
度
読
ま
れ
て
い
る
か
が
、

教
宣
部
の
関
心
ご
と
で
す
が
、
私

た
ち
の
組
合
費
の
中
に
機
関
紙
費

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で

す
。な

お
、
分
会
新
聞
が
休
刊
し
て

い
る
分
会
で
、
新
聞
発
行
に
向
け

て
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ

け
る
と
の
う
れ
し
い
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
午
前
中
の
財
政
報
告
に

対
す
る
「
教
育
学
習
会
費
」
の
執

行
率
の
低
さ
を
指
摘
さ
れ
た
件

で
、
予
算
の
半
分
の
執
行
に
な
っ

た
要
因
と
し
て
、
学
習
会
の
開
催

率
、
参
加
者
が
少
な
い
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
学
習
に

対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

第
２
部
の
主
婦
の
会
に
つ
い
て

で
は
、
主
婦
の
会
が
分
会
の
中
で

の
役
割
や
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
る
中
、

主
婦
の
会
の
協
力
に
対
し
と
て
も

助
か
っ
て
い
る
と
感
謝
の
言
葉
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
婦
の
会
役
員
・
分
会
幹
事
が

熟
年
化
し
て
い
る
中
、
今
年
度
か

ら
若
い
役
員
が
加
わ
り
、
更
に
活

性
化
す
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
女
性
組
合
員
の
会
費
徴

収
に
つ
い
て
、
会
員
と
し
て
自
覚

を
高
め
る
た
め
に
も
、
本
人
が
会

費
を
支
払
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

と
の
観
点
か
ら
こ
れ
か
ら
、
納
入

明
細
書
で
集
金
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
の
い
な
い
幸
田

分
会
よ
り
、
主
婦
の
会
が
で
き
ま

し
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

教
宣
・
主
婦
の
会
議
案
に
対

し
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
長
・
山
本
幾
雄
（
お
花
茶

屋
）
・
大
和
久
秀
信
（
立
石
）

書
記
・
安
在
勇
（
書
記
）】
代
議

員
１８
名
・
特
別
代
議
員
５
名
、
総

勢
２３
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

賃
金
対
策
で
は
、
公
契
約
運
動

推
進
の
取
り
組
み
、
賃
金
運
動
の

取
り
組
み
、
不
払
い
問
題
の
取
り

組
み
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
�
飾
の
活
動
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

公
契
約
運
動
推
進
の
取
り
組
み

で
は
、
公
契
約
条
例
が
制
定
さ
れ

た
千
葉
県
野
田
市
の
例
に
な
ら

い
、
地
域
の
労
働
団
体
と
の
共
同

の
取
り
組
み
、
学
習
会
、
宣
伝
活

動
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
方
針

と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

賃
金
運
動
の
取
り
組
み
、
不
払

い
問
題
の
取
り
組
み
で
は
参
加
者

全
員
の
意
見
発
表
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
参
加
者
の
意
見
で
は
、「
震

災
の
影
響
で
材
料
が
不
足
、
全
体

的
に
仕
事
が
減
っ
て
お
り
、
１
ヵ

月
１５
日
ぐ
ら
い
し
か
働
く
こ
と
が

で
き
な
い
。」「
仕
事
の
単
価
が
下

が
っ
て
お
り
、
１
日
１
万
円
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
本
部
の
提

案
の
日
額
２
６
０
０
０
円
と
企
業

の
提
示
す
る
額
が
か
け
離
れ
て
い

る
実
情
が
あ
る
。」
と
の
厳
し
い

意
見
が
出
ま
し
た
。

Ｐ
Ａ
Ｌ
�
飾
の
活
動
で
は
、
参

加
者
に
対
し
、
活
動
へ
の
協
力
の

お
願
い
を
行
い
ま
し
た
。
賃
金
対

策
で
は
、
今
後
も
組
合
員
の
生
活

向
上
を
目
標
に
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

後
継
者
対
策
で
は
、
若
い
世
代

の
部
長
選
出
、
組
合
行
事
、
業
務

の
周
知
、
青
年
部
と
後
継
者
の
協

力
体
制
の
確
認
、
資
格
取
得
補
助

制
度
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
話
し

合
い
を
行
い
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
部
長
選
出
で
は
、

本
部
方
針
で
あ
る
４０
代
ま
で
の
若

手
の
選
出
の
方
針
を
再
度
、
確
認

し
ま
し
た
。

組
合
行
事
、
業
務
の
周
知
で

は
、
行
事
に
つ
い
て
は
遊
び
か
ら

入
り
、
だ
ん
だ
ん
と
分
会
に
な
じ

ん
で
い
け
る
よ
う
な
行
事
を
目
標

に
し
て
い
き
、
業
務
の
周
知
に
つ

い
て
は
、
国
内
旅
行
補
助
制
度
等

を
い
ま
だ
に
知
ら
な
い
組
合
員
が

多
く
い
る
の
で
、
組
合
員
が
集
ま

る
機
会
に
宣
伝
を
行
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

青
年
部
と
後
継
者
の
協
力
体
制

の
確
認
で
は
、
後
継
者
が
青
年
部

と
合
併
す
る
の
で
は
な
く
、
後
継

者
が
青
年
部
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

よ
う
な
体
制
を
取
っ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

資
格
取
得
補
助
制
度
の
対
象
者

に
つ
い
て
は
、
対
象
を
４０
代
か
ら

５５
歳
ま
で
広
げ
る
こ
と
が
参
加
者

全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
分
会
定
年
制
も
あ
り
、
若
手

が
分
会
に
参
加
し
て
い
く
た
め
の

活
動
を
後
継
者
対
策
部
で
は
今
後

と
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

青
年
部
で
は
、
青
年
部
組
織
確

立
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
地
域
活

動
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。

青
年
部
組
織
確
立
で
は
、
参
加

者
全
員
が
部
会
で
発
言
す
る
こ
と

が
で
き
る
雰
囲
気
作
り
、
支
部
の

行
事
に
参
加
を
し
て
い
る
２０
代
へ

の
参
加
の
呼
び
掛
け
等
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
は
、

昨
年
度
取
り
組
ん
だ
日
帰
り
バ
ス

旅
行
で
の
反
省
点
を
見
つ
け
出

し
、
多
く
の
部
員
が
参
加
で
き
る

企
画
を
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
震

災
に
つ
い
て
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
を
部
会
で
今
後
、
話
し
合
っ
て

い
き
ま
す
。
分
会
定
年
制
も
あ

り
、
組
合
の
組
織
強
化
を
目
的

に
、
若
手
が
分
会
に
参
加
し
て
い

く
た
め
の
活
動
を
青
年
部
で
は
今

後
と
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

【
議
長
・
川
上
雅
敏（
金
町
）・

大
塚
豊（
東
新
小
岩
）
書
記
・
山

屋
英（
書
記
）】
代
議
員
２３
名
・
特

別
代
議
員
２
名
・
来
賓
１
名
の
総

勢
２６
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
、
来
賓
の
徳
森
様

よ
り
挨
拶
を
頂
き
、
そ
の
後
、
参

加
者
全
員
の
自
己
紹
介
を
し
て
か

ら
仕
事
対
策
の
議
案
提
案
に
入
り

ま
し
た
。
近
澤
部
長
よ
り
議
案
提

案
の
後
、
討
議
に
移
り
ま
し
た
。

住
宅
デ
ー
の
総
括
と
し
て
、
次
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
柴
又
分
会
で
は
会
場
を
２
会
場

か
ら
１
会
場
に
減
ら
し
た
が
、
参

加
組
合
員
が
増
え
、
住
宅
相
談
も

集
約
し
や
す
い
の
で
良
か
っ
た
。

・
東
新
小
岩
分
会
で
は
、
会
場
の

公
園
が
せ
ま
く
、
人
通
り
も
少
な

い
所
な
の
で
、
今
年
は
人
が
集
ま

り
や
す
い
地
区
セ
ン
タ
ー
の
横
を

使
用
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

・
堀
切
分
会
は
一
昨
年
か
ら
会
場

を
一
か
所
に
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
型

で
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
に
は
無

料
で
金
魚
す
く
い
等
を
提
供
し
、

そ
の
結
果
、
子
ど
も
を
連
れ
て
く

る
大
人
も
集
ま
り
盛
況
だ
っ
た
。

・
二
葉
分
会
で
は
、
子
ど
も
が
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
す
る
予

定
。
昨
年
は
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
対
象
と
な
る
住
宅
相
談
が

あ
り
、
実
施
し
た
。

・
西
亀
有
第
一
分
会
で
は
、
ス
ー

パ
ー
の
横
を
借
り
て
い
る
の
で
、

朝
市
な
ど
を
ス
ー
パ
ー
に
や
っ
て

も
ら
い
、
大
ア
ッ
プ
し
て
行
な
え

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

・
新
小
岩
分
会
で
は
、
昨
年
か
ら

公
園
を
会
場
に
変
更
し
て
、
工
作

教
室
、
子
ど
も
く
じ
な
ど
を
用
意

し
て
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
来
場

者
数
は
前
年
よ
り
増
え
た
。

・
北
水
元
分
会
で
は
、
医
療
機
関

か
ら
先
生
を
呼
び
、
健
康
診
断
を

行
い
、
好
評
だ
っ
た
。

・
お
花
茶
屋
分
会
で
は
、
公
園
が

広
い
の
で
、
３
年
前
か
ら
イ
ベ
ン

ト
型
で
行
っ
て
い
て
、
自
治
体
等

も
参
加
を
し
て
、
規
模
を
大
き
く

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
多
く
の
分
会
の
悩
み
と

し
て
、
運
動
会
と
重
な
っ
て
子
供

の
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
。
包
丁

と
ぎ
の
研
ぎ
手
が
い
な
い
等
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
、
労
働
対

策
の
議
案
提
案
に
移
り
ま
し
た
。

勝
山
部
長
の
議
案
提
案
の
後
、
討

議
に
入
り
、
北
水
元
分
会
清
水
さ

ん
よ
り
、「
ア
ス
ベ
ス
ト
労
災
申

請
を
行
う
際
に
昨
年
７
月
よ
り
喫

煙
歴
を
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
労
災
認
定
に
影
響
が
あ
る
の

か
？
」
と
の
質
問
に
山
屋
担
当
書

記
よ
り
、「
昨
年
の
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ

バ
ン
時
に
行
っ
た
厚
生
労
働
省
と

の
交
渉
で
は
、
喫
煙
歴
の
記
載
は

求
め
て
い
る
が
、
労
災
認
定
に
関

係
す
る
も
の
で
は
な
い
。」と
報
告

さ
れ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た

東
新
小
岩
分
会
西
元
さ
ん
よ

り
、「
ク
レ
ー
ン
事
故
が
多
発
し

て
い
る
と
議
案
に
書
い
て
あ
る

が
、
私
は
５０
年
間
一
度
も
起
こ
し

た
こ
と
が
な
い
。
事
故
が
多
い
の

は
、
仕
事
の
や
り
方
に
問
題
が
あ

る
か
ら
だ
。」
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
討
議
の
最
後
に
北
水
元

分
会
の
清
水
さ
ん
よ
り
、「
ア
ス

ベ
ス
ト
の
専
門
医
を
増
や
す
取
り

組
み
は
と
て
も
重
要
で
す
。本
部
、

支
部
で
取
組
ん
で
い
る
皆
さ
ま
も

ご
協
力
く
だ
さ
い
。」
と
お
願
い

が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
仕
事
・
労
働
対
策
の
議

案
を
参
加
者
全
員
の
拍
手
で
承
認

し
ま
し
た
。

【
議
長
・
小
熊
正
一
（
堀
切
）

書
記
・
元
井
博
士
（
書
記
）】
参

加
者
２６
人
の
全
員
が
自
己
紹
介
を

し
た
後
、
齋
藤
組
織
部
長
か
ら
議

案
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
元
井
担
当
書
記
よ
り

資
料
説
明
が
あ
り
、
討
論
に
入
り

ま
し
た
。

昨
年
年
間
拡
大
目
標
と
実
増
目

標
を
達
成
し
た
本
田
分
会
で
は
、

８
日
、
１２
日
、
１８
日
と
月
３
回
の

役
員
会
議
で
３０
人
集
め
て
し
っ
か

り
意
思
統
一
し
て
い
る
。
訪
問
は

少
な
い
。

・
堀
切
分
会
で
は
日
常
か
ら
意
識

し
て
や
っ
て
い
る
。

・
高
砂
分
会
で
は
、
分
会
四
役
７０

歳
定
年
制
に
向
け
て
２
〜
３
年
の

ス
タ
ン
ス
で
後
継
者
を
見
つ
け
て

い
る
。

・
東
水
元
分
会
で
は
、
分
会
長
の

定
年
で
群
長
さ
ん
が
新
分
会
長
に

な
り
ま
し
た
。

・
二
葉
分
会
で
は
拡
大
セ
ン
タ
ー

に
建
長
会
の
会
員
に
も
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
定
年
制
で
は
群

長
に
若
い
方
に
な
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。

・
金
町
分
会
で
は
拡
大
で
き
な
い

と
き
は
署
名
を
１
０
０
％
め
ざ
し

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

・
東
金
町
分
会
で
は
、
群
会
議
で

も
女
性
が
多
く
、拡
大
も
苦
し
い
。

・
青
戸
分
会
で
は
、
加
入
事
業
所

か
ら
加
入
者
が
多
か
っ
た
が
、
現

在
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

・
西
亀
②
分
会
で
は
電
話
作
戦
中

心
で
や
っ
て
い
る
。

・
西
亀
①
分
会
は
、
年
間
い
つ
も

拡
大
な
の
で
、
組
合
員
訪
問
先
も

限
ら
れ
て
き
て
い
る
。
数
合
わ
せ

拡
大
は
分
会
と
し
て
は
や
っ
て
い

な
い
。

・
亀
有
分
会
は
対
象
者
の
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
に
苦
労
し
て
い
る
。

・
立
石
分
会
は
群
を
５
つ
か
ら
８

つ
に
増
や
し
た
。
群
役
員
を
増
や

し
、
群
会
四
役
も
４０
歳
代
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

・
飯
塚
分
会
は
女
性
の
参
加
が
多

く
、
分
会
役
員
会
も
１８
人
中
男
性

は
３
人
の
み
で
あ
っ
た
。
行
動
日

毎
回
の
参
加
は
役
員
で
も
無
理
が

あ
る
。

・
お
花
茶
屋
分
会
で
は
、
夜
間
公

共
施
設
が
使
え
な
い
。
拡
大
に
つ

い
て
は
目
途
が
つ
い
た
。

・
新
小
岩
分
会
は
、
地
区
セ
ン
タ

ー
が
拡
大
に
使
え
ず
、
分
会
役
員

宅
で
４
月
は
乗
り
切
り
た
い
。
分

会
出
陣
式
に
、
拡
大
の
群
割
り
当

て
を
行
い
副
分
会
長
と
群
長
の
組

を
作
っ
て
行
動
予
定
。
参
加
者
増

が
対
象
者
増
に
つ
な
が
る
の
で
、

参
加
者
を
増
や
し
た
い
。

・
柴
又
分
会
は
、
分
会
四
役
に
高

齢
者
が
多
く
、
定
年
制
に
向
け
て

若
い
人
を
確
保
す
る
た
め
努
力
し

た
い
。

・
細
田
分
会
は
、
組
織
人
員
が
減

少
し
、
常
設
セ
ン
タ
ー
を
い
つ
ま

で
維
持
で
き
る
か
心
配
だ
。

齋
藤
組
織
部
長
か
ら
、
組
合
の

共
済
や
労
災
な
ど
各
種
業
務
を
組

合
員
訪
問
時
に
良
く
説
明
し
、
対

話
型
で
組
合
加
入
を
訴
え
て
ほ
し

い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
議
案
を
拍
手
で
確
認
し
、

最
後
に
田
中
建
長
会
会
長
か
ら
の

活
動
報
告
を
確
認
し
て
分
科
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

【
議
長
・
篠
田
綾
子（
北
水
元
）

・
桑
村
良
子
（
東
金
町
）

書
記

・
村
本
知
隆
（
書
記
）】
２０
名
の

参
加
で
行
い
ま
し
た
。

出
席
者
全
員
自
己
紹
介
を
し
、

議
案
提
案
を
柳
生
部
長
が
進
め
、

資
料
説
明
を
村
本
書
記
が
行
い
ま

し
た
。
議
案
の
中
で
納
税
者
権
利

憲
章
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
３０
年

以
上
自
営
業
を
行
っ
て
い
る
仲
間

よ
り
、
納
税
者
権
利
憲
章
が
な
い

た
め
税
務
署
に
よ
る
一
方
的
な
調

査
が
１
週
間
行
わ
れ
、
税
金
を
１０

年
間
分
割
で
払
わ
さ
れ
た
。
真
の

納
税
者
権
利
憲
章
が
必
要
だ
と
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
募
金
を
し

て
い
る
。
確
定
申
告
の
時
に
寄
付

金
控
除
に
は
な
ら
な
い
の
か
と
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
寄
付
金
控
除

に
は
証
明
書
の
添
付
が
必
要
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
１
０
０
０
円
の
募

金
は
行
う
が
、
支
部
財
政
か
ら
も

義
援
金
や
支
援
金
を
行
っ
た
ら
ど

う
か
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
出
席
者
全
員
拍
手
を
持

っ
て
税
金
対
策
部
議
案
は
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
議
長
・
中
沢
梅
司
（
二
葉
）

書
記
・
本
多
伸
行（
書
記
）】
代
議

員
２０
名
、
特
別
代
議
員
１
名
、
総

勢
２１
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
深
澤
財
政
部

長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
参
加
者

か
ら
簡
単
な
自
己
紹
介
を
行
い
、

分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

次
に
２
０
１
０
年
度
活
動
報
告

及
び
、
２
０
１
１
年
度
活
動
方
針

を
深
澤
財
政
部
長
よ
り
一
括
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

柴
又
分
会
の
代
議
員
か
ら
、「
滞

納
者
の
分
会
へ
の
報
告
は
ど
の
範

囲
ま
で
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
。」

の
質
問
に
対
し
、「
個
人
情
報
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
分
会
四

役
ぐ
ら
い
ま
で
で
良
い
の
で

は
。」
と
の
部
長
か
ら
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

亀
有
分
会
の
代
議
員
か
ら
、「
支

部
か
ら
本
部
へ
の
納
入
金
の
使
わ

れ
方
を
知
り
た
い
。」
と
の
質
問

に
対
し
、「
本
部
大
会
で
本
部
の

決
算
書
が
あ
り
ま
す
。
支
部
事
務

所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
見
た
い
方

は
、
い
つ
で
も
お
見
せ
い
た
し
ま

す
。」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
立
石
・
東
金
町
・
本
田
分

会
の
代
議
員
か
ら
、
活
発
な
意
見

が
貼
り
、
拍
手
を
持
っ
て
採
択
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
２
０
１
０
年
度
決
算
報
告

を
深
澤
部
長
よ
り
行
わ
れ
、
執
行

率
の
高
い
科
目
、
低
い
科
目
の
詳

細
が
報
告
さ
れ
、本
田
分
会
、神
宮

会
計
監
査
よ
り
、「
滞
納
者
を
減
ら

す
努
力
を
し
、
欠
損
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。」と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
２
０
１
１
年
度
の
予
算
が

深
沢
部
長
よ
り
提
案
さ
れ
、
本
田

分
会
の
代
議
員
か
ら
い
く
つ
か
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
深
澤
部

長
が
答
弁
を
行
い
、
２
０
１
０
年

度
決
算
２
０
１
１
年
度
予
算
を
拍

手
で
仮
承
認
し
ま
し
た
。

社
会
保
障
対
策
報
告
（
第
�
分
科
会
）

休
憩
な
く
活
発
な
意
見
交
換

土
建
国
保
の
有
利
性
を
拡
大
に
活
か
そ
う

賃金対策・後継者対策・青年部報告（第�分科会）

賃 金 生活向上を目標に取り組む
後継者 資格取得補助が５５歳に
青年部 震災被害できることを

仕
事
対
策
・
労
働
対
策
（
第
�
分
科
会
）

仕
事

住
宅
デ
ー
の
取
り
組
み
を
報
告

労
働

専
門
医
を
増
や
す
取
り
組
み
に
協
力
を

組織・建長会報告（第�分科会）

各分会から拡大取り組みと
役員定年制についての報告

税金対策報告（第�分科会）

税務署による一方的な調査の報告
納税者権利憲章の必要性を確認

厚生文化報告（第�分科会）

分会レクで仲間同士の交流を
支部内文化活動は今後の部会で議論

教
宣
・
主
婦
の
会
報
告
（
第
�
分
科
会
）

教
宣

分
会
新
聞
を
前
向
き
検
討
と
う
れ
し
い
発
言

主
婦

若
い
役
員
が
加
わ
り
活
性
化
を
期
待

財
政
報
告
（
第
�
分
科
会
）

欠
損
を
出
さ
な
い
た
め
に

滞
納
者
を
減
ら
す
努
力
を
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８８分分科科会会にによよるる報報告告
第�分科会…社会保障対策
第�分科会…賃金対策・後継者対策・青年部
第�分科会…仕事対策・労働対策
第�分科会…組織・建長会
第�分科会…税金対策
第�分科会…厚生文化
第�分科会…教育宣伝・主婦の会
第�分科会…財政

議論深まり活発な会議になる

山本幾雄さん
（第２分科会報告）

後藤英雄さん
（第１分科会報告）

財政分科会

教宣・主婦の会分科会

厚生文化分科会

川上雅敏さん
（第３分科会報告）

税金対策分科会組織・建長会分科会

社会保障対策分科会

賃金・後継者・青年部
分科会

仕事・労働対策分科会

小熊正一さん
（第４分科会報告）

柳生秀行さん
（第５分科会報告）

伊藤兼夫さん
（第７分科会報告）

林武志さん
（第６分科会報告）

中沢梅司さん
（第８分科会報告）

（２）第６５８号建 設 者２０１１年５月１６日（３）



火火
災災
・・
自自
動動
車車
共共
済済

興興
味味
のの
ああ
るる
方方

一一
度度
見見
積積
りり
をを

新新
入入
学学
祝祝
金金
（（
小小
・・
中中
））

申申
請請
受受
付付
中中
でで
すす

４
月
２０
日
、
多
く
の
分
会
で
拡

大
出
陣
式
が
行
わ
れ
、
春
の
拡
大

に
向
け
た
各
分
会
で
の
意
思
統
一

を
行
い
ま
し
た
。

春
の
拡
大
目
標
９
人
を
す
で
に

達
成
し
た
二
葉
分
会
を
は
じ
め
、

達
成
ま
で
残
り
２
人
に
ま
で
迫
っ

て
い
る
お
花
茶
屋
分
会
・
西
亀
有

①
分
会
・
東
金
町
分
会
な
ど
、
各

分
会
が
元
気
に
達
成
に
向
け
て
行

動
し
て
い
ま
す
。

目
標
達
成
ま
で
あ
と
少
し
の
お

花
茶
屋
分
会
の
佐
藤
分
会
長
は
、

「
達
成
の
目
途
は
つ
い
て
い
る
の

で
、
上
乗
せ
で
２
ケ
タ
成
果
を
目

指
し
ま
す
。」
と
超
過
達
成
に
向

け
て
、
分
会
で
団
結
し
て
行
動
し

て
い
く
と
力
強
く
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

各
分
会
と
も
今
月
末
ま
で
の
拡

大
行
動
で
、
多
く
の
仲

間
を
迎
え
入
れ
、
目
標

を
達
成
・
超
過
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

【
５
月
の
拡
大
統
一
行

動
日
】

・
５
月
１９
・
２０
日

（
木
・
金
）

・
５
月
２５
・
２６
・
２７
日

（
水
・
木
・
金
）

み
ん
な
で
参
加
し

て
、
目
標
達
成
め
ざ
し

て
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！

５
月
１
日（
日
）、
毎
年
恒
例
、

今
年
で
８２
回
を
数
え
る
中
央
メ
ー

デ
ー
を
代
々
木
公
園
で
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
も
２
万
１
千
人
と
多

く
の
労
働
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
�
飾
支
部
か
ら
は
、２
４
０
人
）

集
会
で
は
、『
働
く
も
の
の
団

結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、
平
和

と
民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
を
め

ざ
そ
う
』
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
先
日
の
東
日
本
大
震
災

へ
の
復
興
支
援
の
訴
え
を
は
じ

め
、
各
団
体
か
ら
の
労
働
者
と
し

て
の
立
場
か
ら
の
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。

集
会
後
は
、
明
治
公
園
ま
で
の

約
３
キ
ロ
を
元
気
よ
く
デ
モ
行
進

を
し
ま
し
た
。

青
年
部
の
作
製
デ
コ

仕
事
終
わ
り
の
夜
に

メ
ー
デ
ー
の
醍
醐
味
は
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
先
頭
と
し
た
デ
モ
行

進
。
今
年
も
青
年
部
が
デ
コ
を
仕

事
が
終
わ
っ
た
夜
に
集
ま
り
、
作

成
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
『
届
け

募
金
箱
』。
青
年
部
員
も
募
金
箱

を
持
ち
、
実
際
に
原
宿
を
歩
く
人

か
ら
も
募
金
の
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
入

賞
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
組

合
員
・
家
族
は
血
液
検
査
、
尿
検

査
・
心
電
図
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
な
ど
３０
項
目
以
上
の
充
実
し

た
内
容
で
す
。

受
診
券
の
あ
る
方
は
自
己
負
担

な
し
の
受
診
で
す
。

「
集
団
健
診
予
定
」

日
時

７
月
１０
日
（
日
）

朝
８
時
半
〜
１１
時
半

場
所

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か

締
切

５
月
３１
日
（
火
）

定
員

４
０
０
名
（
先
着
）

「
土
建
健
診
の
メ
リ
ッ
ト
」
は
、

健
診
で
撮
影
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
フ
イ
ル
ム
を
じ
ん
肺
の
専
門
医

が
改
め
て
読
影
す
る
「
再
読
影
」

や
順
天
堂
大
学
病
院
の
先
生
に
よ

る
「
中
皮
腫
の
研
究
型
健
診
」
な

ど
の
職
業
病
対
策
な
ど
で
す
。

「
今
年
度
の
変
更
点
」

①
保
険
証
と
受
診
券
の
一
体
化

②
契
約
外
医
療
機
関
で
受
け
た
健

診
費
用
の
一
部
補
助
。

③
事
業
所
健
診
の
結
果
提
出
に
従

業
員
１
人
に
つ
き
３
千
円
の
補

助
。

②
・
③
の
支
給
条
件
は
支
部
ま

で
確
認
を
し
て
下
さ
い
。

４
月
２４
日
（
日
）
に
水
元
公
園

で
�
飾
こ
ど
も
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
�
飾
支
部
で
は
小
学
生
、
中

学
生
を
対
象
に
し
た
工
作
教
室
を

行
い
ま
し
た
。（
参
加
者
は
５４
人
）

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
本

立
て
、銅
板
表
札
、プ
ラ
ン
タ
ー
、

巣
箱
の
４
作
品
の
工
作
に
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
。
特
に
銅
板

表
札
に
人
気
が
集
ま
り
、
午
前
中

の
早
い
段
階
で
材
料
終
了
。
最
後

に
は
材
料
５
０
０
個
が
全
て
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
盛
況
で
し

た
。
工
作
を
途
中
で
諦
め
て
し
ま

う
子
ど
も
が
い
る
の
で
す
が
今
回

は
組
合
員
の
指
導
に
よ
り
、
ほ
ぼ

全
員
が
作
品
を
完
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
の
こ

ど
も
ま
つ
り
で
し
た
が
、
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

火
災
共
済
の
加
入
・
自
動
車
共

済
の
見
積
り
の
促
進
月
間
は
、
今

月
い
っ
ぱ
い
の
取
り
組
み
で
す
。

各
分
会
そ
れ
ぞ
れ
目
標
は
各
５
件

で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
支
部

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

見
積
り
は
す
ぐ
で
ま
す
。

新
年
度
の
小
中
学
校
『
新
入
学

祝
金
』の
申
請
の
受
付
中
で
す
ヨ
。

申
請
書
と
一
緒
に
住
民
票
（
続

柄
記
載
）
か
戸
籍
謄
本
を
添
え
て

提
出
を
。
図
書
カ
ー
ド
（
５
千
円

分
）
が
も
ら
え
ま
す
。

４
月
の
執
行
委
員
会
で
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
・
地
域

へ
の
義
援
金
と
物
資
提
供
の
お
願

い
し
、
各
分
会
に
所
属
の
組
合
員

さ
ん
か
ら
さ
っ
そ
く
義
援
金
の
協

力
と
物
資
の
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

義
援
金
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力

で
、
５
月
２
日
現
在
２
６
５
万
円

で
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ん
か
ら
の

温
か
い
支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

物
資
提
供
の
道
具
は
、
第
１
便

で
４
月
１４
日
に
さ
っ
そ
く
本
部
へ

持
ち
込
み
ま
し
た
。
村
本
書
記
次

長
の
手
に
よ
り
告
坂
本
部
書
記
長

へ
手
渡
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
い
た
道
具
は
本
部
か
ら

東
北
地
方
へ
持
ち
込
み
ま
し
た
。

※
現
在
物
資
提
供
に
つ
い
て
は
、

管
理
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で
、
一
覧

表
で
支
部
事
務
所
へ
連
絡
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

春
の
拡
大
月
間

二二
葉葉
分分
会会
早早
くく
もも
達達
成成

��
つつ
のの
分分
会会
がが
達達
成成
ちち
かか
いい

子子どどももままつつりりでで工工作作

材材料料５５００００個個
全全部部ななくくななっっ
ちちゃゃっったた
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�月１０日（日）開催
締切は�月末です
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被災者
支 援

義
援
金
�
�
�
万
円

提
供
物
資
も
本
部
へ
届
け
る

第第８８２２回回中中央央メメーーデデーーにに��万万��千千人人

『『みみんんななののハハーートトをを届届けけよようう』』iinn 原原宿宿
��飾飾かかららはは２２４４００人人がが参参加加

�飾からの救援物資を本部
に託す村本書記次長（左）

勢いに乗るお花茶屋分会の出陣式

今
年
も
好
評
だ
っ
た
子
ど
も
ま

つ
り

原宿駅前をデモ行進する�飾支
部のみなさん
デコを作成した青年部（右）

（４）第６５８号建 設 者２０１１年５月１６日


